
                          

年  月  日  （ ） 

 

 

宛先               殿 

 

要望書と署名への回答について 

「子どものマスク着用の自由化を求めます」 

 

  

１．要望書  

２. 署名        筆 

３. 本状（要望書と署名への回答を求めます） 

 

要望書概要 

１．子どものマスク実質強制をなくしてください。 

２．教育現場、関係各所、保護者、児童生徒にマスク着用の健康被害、科学的根拠、効果につい

て調査し周知してください。 

３．着用未着用にかかわらず、差別偏見がないように指導徹底してください。 

４．体育時のマスク着用は、原則禁止にしてください。 

 

４.についての詳細概要 

学校における新型コロナウィルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様

式」～（２０２１．４．２８Ｖｅｒ．６）p.46 の「身体的距離が十分とれないときはマスクを着

用すべき」という文言、「十分な呼吸ができなくなるリスクや熱中症になるリスクがない場合に

は、マスクを着用しましょう」という体育時の授業においての指示文章がありますが、有事の際

の責任所在はあくまで自治体にあることから、自治体から発出するガイドラインにおいては、こ

れらの文言の削除を求めます。 

運動時に但し書きや条件を付ける無意味さを理解してください。 

体育時にマスク着用させること自体、危険です。 

命の危機や窒息のリスク、酸素不足に直結していきます。 

 

→現場の学校では、体育時でもマスクが常時着用が通常になっております。マニュアル違反にも

該当します。リレーやマラソン、持久走でもマスク着用が常時になっている現状です。 



２月に起きた、大阪府 高槻市の小学校５年生男児が、５分間の持久走の直後、死んでいます。 

新型コロナウィルスが原因で亡くなった１０歳以下の子ども、１０代の子どもはいません。 

対策で死んでしまっているという本末転倒の事態を重く受け止め、今後、このような事故が起き

ないように、暑い時期や真夏でも学校現場ではマニュアルやガイドラインに縛られて、マスク着

用徹底が指導されていることを改善してください。 

特に、体育時のマスク着用は原則、不要、禁止にしてください。 

提出日：    年  月  日 （ ） 

 

要望書提出者：ノーマスク脱マスクのために行動する会（会員数     現在） 

氏名             印 

 

要望書回答先：氏名                  

 

住所： 

郵便番号 

電話番号： 

メールアドレス： 

 

要望書と署名への回答期限：     年  月  日まで 

回答方法：書面にて郵送  ・  面会での回答 ・ 書面と面会の両方 

いずれかの方法で、回答をお願いいたします。  

 

 

 

 

当会は、実際にマスクを外すための活動をしている人たちの情報交換の場にして 

いけるようにという目的で結成されました。自然と調和し本来の身体に備わって 

いる免疫力で風邪や病気に立ち向かえるような、マスクを外す生活を目指します。 

森 美歌 代表者 

本間 寛太    ✉ nomask.datsumask@gmail.com 

田村 知加

 


